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十
一
議
案
を
可
決
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定
例
市
議
会
は
、
9
月
お
日
招
集
さ
れ
、
会
期
を
五
日
間
と
定

め
、

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
十
一
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
が
、
羽

H
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
ι

報

|
|
お
も
な
議
案
ー
ー

マ

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算
総
額
は
、
四
千
百
五
十
三

万
三
千
円
減
額
と
な
り
、
乙
れ
で
予

算
総
額
は
十
一
億
三
千
九
百
九
十
五

万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、

自
然
増
が
見
込
ま
れ
る

市
民
税
、
固
定
資
産
税
で
千
六
百
九

十
八
万
円
、
地
方
交
付
税
四
百
二
十

万
円
、
県
支
出
金
五
百
六
十
五
万
円

分
担
金
負
担
金
三
百
十
八
万
円
、
財

産
収
入
千
七
百
十
二
万
円
、
諸
収
入

減
額
八
千
八
百
十
四
万
円
な
ど
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

歳
出
の
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り

八
総
務

・
民
生
費
V

市
庁
舎
建
設
費

の
う
ち
今
年
度
支
出
額
二
千
六
百
五

十
万
円
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
当

初
予
算
額
か
ら
七
千
三
百
五
十
万
円

を
減
額
、
保
育
所
措
置
費
の
基
準
改

訂
に
と
も
な
う
経
費
四
百
六
十
七
万

円
な
ど
。

八
農
林
水
産
費
V

道
路
事
業
千
三
百
万
円
、
長
引
野
、

室
田
ほ
か
四
か
所
の
県
単
土
地
改
良

質
二
百
九
十
五
万
円
、
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
補
助
百
二
十
万
円
、

家
畜
市
場
補
助
百
万
円
な
ど
c

ハ
土
木

・
消
防
費

V
市
道
本
江
線
、馬

出
一
号
線
、
住
吉
三
号
線
の
舗
装
費

百
三
十
八
万
円
、
救
助
船
雄
山
丸
の

エ
ン
ジ
ン
を
デ
1
ゼ
ル
に
更
新
す
る

た
め
の
費
用
二
百
十
五
万
円
な
ど
。

マ
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

広市

現
在
、
療
養
に
対
す
る
給
付
割
合
は

世
帯
主
七
割
、
世
帯
員
五
割
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
間
和
4
年
1
月
1
日

か
ら
世
荷
員
も
七
割
給
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
乙
れ
で
本
人
負
担

は
す
べ
て
三
割
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
は
適
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
日
月
1
日
か
ら
朝
鮮
の
国
籍
を

有
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
簡
易
水
道
給
水
条
例
の
改
正

津魚

島
尻
坪
野
間
農
免

所

二

き

計

以

以
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刷
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ご
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ぐ

9

9

一

行
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二

う
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一一

芸
術
の
秋
を
飾
る
第
六
回
魚
津
市
美

山
引

二

功

男

H
ロ

二

術
展
は
、
日
用
1
日
か
ら
3
日
ま
で
、

京

i
て

E

二

市
民
会
館
お
よ
び
図
書
館
で
ひ
ら
か
れ

長
小

二

人

雌

虻

酬

二

ま
す
o

市
民
の
み
な
さ
ん
の
出
品
を
お
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一マ
出
品
者
の
範
囲
日
本
市
在
住
者
お
よ

鉢
地
区
の
簡
易
水
道
が
日
月
に
完
成

一

び
出
身
者
と
し
、
出
品
作
品
は
未
発

し
ま
す
の
で
、
乙
の
水
道
料
金
を
き

一

表
の
も
の

め
ま
し
た
。
一
か
け
の
料
金
は
家
事
一
マ
作
品
の
区
分
と
会
場

学
校
用
十
五
立
万
メ
ー
ト
ル
ま
で
四
了
一
般
の
部
吋
市
民
会
館
)

百
五
十
円
(
超
過
料
金
一
立
方
に
つ
一
一
部
川
川
本
画
二
部
日
洋
画
(
油

き
三
十
円
)
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一

絵
、
水
彩
画
、
版
岡
)

三
部
日
彫

マ
任
期
満
了
に
と
も
な
う
教
育
委
員
会

一

刻
、
四
部
リ
工
芸
、
五
部
日
書
、
六

委
員
に
鈴
木
慶
三
氏
(
真
成
寺
町
)

一

部
H
写
真
、
七
部
H
華
道
、

人
権
擁
護
委
員
に
木
下
正
刊
氏
〈
本

一
・
教
育
の
部
(
図
書
館
)

江
)
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
る
乙
と

一

関
園
、
書
道
、
工
作
、
写
真
(
小
、

に
な
り
ま
し
た
c

一

中
、
高
校
生
)

一マ
点
数
日

一
人
二
点
以
内

~

市

県

民

税

三

期

分

ヱ
マ
規
格
H
日
本
画
、
洋
画
は
額
を
含
め

一
て
幅
二
メ
ー
ト
ル
以
内
口
彫
刻
、
工

納
期
は
叩
月
幻
自
で
す
リ

一一

芸
は
制
限
な
し
。
書
は
額
ま
た
は
わ

E
し
¥
軍

5
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秋

の

交

通

安

全

運

動

け

日

か

ら

乙
と
し
の
県
下
の
交
通
事
故
は
、
発

生
数
、
死
亡

・
傷
害
者
と
も
史
上
最
高

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
歩
行
者

の
事
故
や
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が
ふ

え
て
お
り
ま
す
。

秋
は
行
楽
の
季
節
で
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
人
々
の
動
き
が
活
発
に

な
り
、
自
動
車
の
通
行
も
激
し
く
な
る

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、

叩
月
日
日
か
ら
初
日
ま

で
「
秋
の
交
通
安
全
市
民
総
ぐ
る
み
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
よ

う
な
乙
と
を
お
互
い
に
守
っ
て
、

事
故

の
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

勾
円
定
例
市
議
会
で
、
国

民

健

康

で

す

。

は

、
国
が
四
割
、
本
人
が
窓
口
で
三

保
険
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
、
昭

和

し

か

し

、
給
付
が
拡
大
さ
れ
れ
ば
割
、
保
険
税
で
三
割
そ
れ
ぞ
れ
負
担

必
年
1
月
1
日
か
ら
世
帯
員
の
七
割
当
然
市
が
負
担
す
る
保
険
給
付
費
も
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か

給
付
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
ふ
え
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。
国
で
は
事
務
費
や
保
険
施
設
費
な
ど
も
保
険

し
た
。
国
民
健
康
保
険
は
、
現
在
世
世
帯
員
の
七
割
給
付
実
施
に
と
も
な
税
内
・
国
陣
補
助
金
で
ま
か
な
わ
れ
る

帯
主
だ
け
が
七
割
給
付
で
、
家
族
は

う
国
の
負
担
を
、
い
ま
ま
で
の
ニ

・

乙
、
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

五
割
給
付
な
の
で
す
が
、
来
年
か
ら
五
割
か
ら
四
割
に
引
き
上
げ
る
こ
と
お
互
い
に
医
療
費
の
負
担
を
少
な

は
世
帯
主
、
家
族

ゑ

害

予

健

議

決

議

b
R
o
c
a
-提
言

ぷ

若

乃

尽

く
す
る
た
め
に
、
い

と
も
七
割
給
付
さ
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つ
も
自
分
の
健
康
に

ち

と

に

な

り

舵

し

諸

問

持

活

F剖
一
和
不
一一九

時
川
村
内
認

す
め
て
い
る
、
国
民
健
康
保
険
の
世
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
で
も
、
っ
た
ら
早
く
医
師
の
診
察
を
受
け
、

帯
員
七
割
給
付
実
施
期
限
の
昭
和
必
で
き
る
だ
け
被
保
険
者
の
負
担
が
少
早
め
の
治
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

年
1
月
1
日
に
さ
き
が
け
て
、

来
年
な
く
て
す
む
よ
う
い
ろ
い
ろ
検
討
し
な
お
、
乙
ん
ど
の
条
例
改
正
で
、

か
ら
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

て

い

ま

す

。

従

米

、
国
民
健
康
保
険
か
ら
除
か
れ

医
療
費
支
出
か
ら
く
る
家
庭
経
済
の

こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
て
い
た
朝
鮮
の
人
た
ち
も
、

m月
1

圧
迫
や
負
担
を
、
少
し
で
も
軽
く
し
に
加
入
し
て
お
ら
れ
る
被
保
険
者
が

日
か
ら
被
保
険
者
と
し
て
の
適
用
を

た
い
と
い
う
ね
ら
い
で
も
あ
る
わ
け
医
師
に
か
か
ら
れ
た
場
合
の
医
療

費

受

け

る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(昭和7年9月間)
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什
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白
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1
1

日

}、

3
日

美

術

マ
歩
行
者
は
右
側
通
行
、
安
全
な
道
路

の
横
断
な
ど
、
交
通
道
徳
を
し
っ
か

り
守
る
。

マ
酒
の
み
運
転
、
無
免
許
運
転
、
速
度

の
出
し
過
ぎ
運
転
を
し
な
い
。

マ
幼
児
、
児
童
の
路
上
飛
び
出
し
、
路

上
で
の
遊
び
を
絶
対
し
な
い
よ
う
に

注
怠
す
る
。

マ
踏
切
の
安
全
通
行
の
碓
認
を
励
行
す

る。

田
万
町
交
差

田
方
町
交
差
点
に'

点
に
、
こ
の
ほ

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

ど
カ
l
ド
レ
l

wが
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
は
二
十
二
メ
ー
ト
ル
道
路
と

新
国
道
を
結
ぶ
県
道
と
が
交
差
し
、

最
近
、
交
通
量
が
多
く
な
り
、
歩
行

者
の
斜
め
横
断
な
ど
危
険
で
す
の
で

交
通
安
全
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
〈
写
真
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展

ら

ひ魚
津
市
農
協
で
は
、
農
業
経
営
合
理

化
の

一つ
と
し
て
、
東
尾
崎
地
内
に
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
建
設
を
い

そ
い
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
総
事

業
費
五
千
百
万
円
で
完
成
し
ま
し
た
。

乙
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

千
九
百
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
き
地

内
に
、
サ
イ
ロ
六
基
と
作
業
場
、
機
械

室
、
検
査
室
、
事
務
室
、
変
電
室
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
二
十
一
メ
l

ト
戸
、
直
径
六
メ
ー
ト
ル
'
の
サ
イ
ロ
一

基
に
は
、
も
み
二
百
二
十
五
ト
ン
(
玄

米
三
千
俵
)
が
入
り
、
六
基
で
千
三
百

五
十
ト
ン
(
玄
米
一
万
八
千
俵
)
貯
蔵

す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
乙
こ
に
入
れ
ら
れ
た
も
み
を

乾
燥
し
て
処
理
す
る
量
は
、

一
日
に
、

も
み
の
水
分
二
十
四
%
の
場
合
三
十
一

ト
ン
、
十
八
%
の
場
合
で
は
五
十
五
ト

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
完
成
に
よ
り
農
家
が
生
も
み
を

出
荷
す
れ
ば
、
あ
と
は
貯
蔵
、
乾
燥
、

就HZ
労11 空
は fE
正 行
し か
し、主'

経 云
路 今
で l

最
近
、
出
か
せ
ぎ
労
務
者
が
非
常
に

ふ
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
聞
な

ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
行
方

不
明
に
な
っ
た
り
す
る
も
の
が
あ
っ
て

は
、
困
っ
た
社
会
問
題
で
す
。
ま
た
労

働
条
件
が
違
っ
て
い
た
り
、
け
が
を
し

て
も
泣
き
つ
く
と
こ
ろ
が
な
く
て
困
っ

て
お
ら
れ
る
方
も
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な

人
の
大
部
分
は
、
職
業
安
定
所
の
紹
介

を
受
け
な
い
で
、
知
人
や
縁
故
者
の
紹

介
で
行
か
れ
た
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
出
か

せ
ぎ
の
実
態
を
調
査
し
て
「
出
か
せ
ぎ

労
務
者
台
帳
」
を
つ
く
っ
て
お
り
ま

す
。
出
か
せ
ぎ
を
希
望
さ
れ
る
方
、
行

か
れ
る
方
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
帰
ら
れ

た
方
は
、
ど
面
倒
で
も
そ
の
都
度
、
職

業
安
定
所
ま
た
は
農
業
委
員
会
へ
と
連

絡
願
い
ま
す
。
本
人
が
都
合
の
悪
い
と

き
は
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

県
で
は
、
漁
業
経
営
体
お
よ
び
漁
業

従
事
者
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

水
産
行
政
施
策
の
基
礎
資
斜
を
得
る
た

め
に
、
日
月
1
リ
現
在
で
水
産
業
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

水
産
行
政
の
資
料
に

刊
月
1
日
に
水
産
業
基
本
調
査

小
児
ま
ひ

生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用

マ
該
当
者

・
昭
和
却
年
7
月
1
日
か
ら
剖

年
6
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

・
昭
和
必
年
2
月
1
日
か
ら
6

月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
ま
だ
二
回
服
用
し
て
い

な
い
人

マ
料
金
日
五
十
円

マ
服
用
日

-
片
貝
、
住
吉
、
加
積
、
道
ド、

天

神
校
下
は
叩
月
口
日

(
月
〉
大
町

小
学
校
で

・
上
中
島
、
上
野
方
、
松
倉
、
経
団

西
布
施
校
下
は
、

m月
四
日
(
火
)

市
民
会
館
で

・
大
町
、
村
木
、
本
江
校
下
は
、
日

月
凶
日
(
水
)
市
民
会
館
で

・
三
日
間
の
う
ち
都
合
で
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
人
は
、
M
日
(
月
)
市
民

会
館
で

時
間
は
午
後
1
時
i
3
時
ま
で

第
三
回
目

の
予
防
接
種

目
は
次
の
と

お
り
。
来
春
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る

お
子
さ
ん
は
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ

い
。
注
射
代
金
は
五
十
円
0

・
白
倉
、
大
町
、
上
中
島
、
道
下
校

下
は
叩
月
初
日

・
経
団
、
村
木
校
下
は
幻
自

・
松
倉
、
天
神
校
下
は
M
日

・
本
江
、
加
積
、
西
布
施
、
上
野
方

校
下
は
お
日

・
住
吉
校
下
は
お
日

.
片
貝
校
下
は
幻
日

場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
で
、
時

間
は
午
後
1
附
i
2
時
で
す
。

盲
目
せ
き
、
ジ
フ

テ
リ
ヤ
予
防
接
種

イ主

検

急会
ロタ

民

結
核
の
早
期
発
見
を
目
的
に
住
民

検
診
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
月

の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
三
十
五
才
以
上
の
方
は
血

圧
測
定
を
、
六
十
五
才
以
上
の
方
は

尿
の
検
査
を
行
な
う
乙
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

八
加
積

v
m月
m日
H

横
枕
ク
ラ

プ
ハ
午
前
刊
時

i
u時
)

袋

荒

地
宅
(
午
後
1
時
1
2
時

〉

加

積
公
民
館
(
午
後
2
時
加
分
1
3

時
加
分
)

日
月
お
日
H
加
積
公
民
館
(
午
後

1
時
i
3
時〉

八
道
下

v
m月
日
日
日
道
下
公
民

館

(
午
前
日
時

i
u時
)

青

島

保
育
園
(
午
後
1
時
i
3
時
)

八
経
団

v
m月
ロ
日
H
立
石

・
西

尾
磯
宅
(午
前
日
時

l
u時
却
分
)

江
口
倉
庫
前
(午
後
1
時
I
2
時
〉

持
先
寺

・
大
徳
寺
前
(
午
後
2
時

却
分

t
3時
初
分〉

m月
幻
日
H
経
回
連
絡
所
(
午
後

1
時
i
3
時
)

八
本
江

v
m月
日
日
H
大
光
寺

・

坂
本
円
前
(
午
前
四
時
!
日
時
)

本
江
小
学
校
(ロ
時

1
午
後
3
時
)

八
魚
津

v
m月
M
日
H
村
木
小
学

校
(
午
前
刊
時

t
午
後
3
時
〉

日
月
口
日
目
大
町
小
学
校
(
午
前

m時
l
u時
)

村

木
小
学
校

(
午
後
1
時

t
3時
)

〈
上
中
島

v
m月
四
日
目
上
中
島

小
学
校
(
午
前
叩
時

i
u時
)

八
松
倉

v
m月
四
日
日
松
倉
小
学

校
(
午
後
1
時
1
3
時
)

八
片
貝

v
m月
お
日
日
片
貝
小
学

校
(
午
前
日
時

i
u時
)

八
西
布
施

v
m月
訂
白
川
西
布
施

連
絡
所
(
午
前
刊
時

l
u時
)

狂
犬
病
予
防
注
射

昭
和
4
年
度
第
二
回
狂
犬
病
予
防

注
射
を
行
な
い
ま
す
。
生
後
九
十
一

日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る
方

は
、
注
射
診
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
料
金
は
一
頭
に
つ
き
注
射
料
二
百

円
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料
六
十

円
で
、
未
登
録
の
犬
は
登
録
手
数

料
三
百
円
と
印
鑑
が
い
り
ま
す
0

・
当
日
は
、
犬
に
な
れ
た
人
が
連
れ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

八
西
布
施

v
m月
3
日
H
西
布
施

連
絡
所

(午
前
日
時
}
日
時
)

八
天
神

v
m月
3
日
H
天
神
小
学

校

(
ロ
時

i
午
後
1
時〉

八
経
団

v
m月
4
日
H
経
団
連
絡

所
(
午
前
叩
時
i
ロ
時
)

日
月
6
日
H
江
口
、
江
幡
三
次
宅

(
午
後
1
時
i
2
時
)

八
道
下

v
m月
4
日
H
日
カ
青
島

社
宅
(
午
後
1
時
i
3
時
)

〈
片
貝

v
m月
6
日
H

片
貝
連
絡

所
(
午
前
9
時

i
m
時
)

八
加
積

v
m月
6
日
H
加
積
公
民

館
(
午
前
日
時

l
u
時
)

叩
月
ロ
日
H
上
村
木
公
民
館
(
午

前
日
時

i
u
時
)

八
上
中
島

v
m月
7
日
H
上
中
島

連
絡
所
(
午
前
9
時
l
m
時
)

八
松
倉
V

叩
月
7
日
H
松
倉
連
絡

所
(
午
前
日
時
l
U
時
〉

北

山

池
上
旅
館
(
午
後
1
時
羽
分

t
3

時
)

八
村
木

v
m月
ロ
日
日
村
木
小
学

校
(
午
後
1
時
i
3
時
)

八
上
野
方

v
m月
日
日
H
上
野
方

連
絡
所

ハ
午
前
9
時

i
m時
)

八
住
吉

v
m月
日
日
H
住
吉
小
学

校
(
午
前
日
時

i
u時
)

八
本
江

v
m月
間
日
H
魚
津
保
健

所
(
午
後
1
時

t
3時
)

八

大

町

v
m月
四
日
H
市
佼
所

(
午
前
日
時
l
t
l
後
3
時
)
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登
録
申
出
番
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

、uv
・
登
録
の
申
し
出
を
す
る
際
、
前
住
所

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行
し
た

「
選
挙
人
名
簿
登
録
の
証
明
書
」
を
海
ほ
漁
業
調
嵯
委
員
会
は
、
漁
業
こ

一

市
街
地
を
流
れ
る
川
の
美
化
は
、
海

申
出
書
と
い
っ
し
ょ
に
提
出
し
な
け
従
事
す
る
者
の
漁
業
権
ま
た
は
、
ー
へ
ん
附

一辺
の
美
化

ι直
結
し
て
お
り
ま
す
o

川

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o

前
住
所
地
の
名
権
の
行
使
を
適
切
に
し
、
漁
場
の
使
用

一
へ
捨
て
た
と
み
が
、
途
中
で
ひ
っ
か
か

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
未
に
つ
い
て
の
紛
争
の
防
止
や
解
決
を
は

一り
、
水
が
あ
斗
れ
た
り
、
海
岸
に
打
ち

登
録
の
証
明
書
が
必

要

で

す

。

か

る

な

ど

、
非
常
に
た
い
せ
つ
な
仕
事

一あ
げ
ら
れ
た
り
し
て
、
付
近
の
方
々
は

マ
新
し
く
二
十
才
に
達
し
た
人
を
し
て
い
る
機
関
で
す
。
し
た
が
っ
て

一
た
い
へ
ん
迷
惑
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
o

市
内
に
在
住
す
る
人
で
、
二
十
才
に
こ
の
委
員
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ

一
「
と
の
川
へ
ど
み
を
捨
て
る
と
清
掃
法

達
し
た
人
は
、
そ
の
都
度
申
し
出
を
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
o

一
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
」
と
か
「
こ
の

し
て
く
だ
さ
い
o

墾
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
叩
月
日
日
一付
近
に
ど
み
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い

受
理
さ
れ
た
申
出
番
は
、
審
査
の
う
現
任
で
選
挙
人
名
簿
を
つ
く
る
乙
と
三

一」
な
ど
と
、
市
、

警
察
署
ま
た
は
町
内

ぇ
、
毎
年
3
月
初
日
ま
た
は
9
月
却

し
て
い
ま
す
の
で
、
選
挙
資
格
の
あ
引

一名
で
、
川
の
ふ
ち
に
立
て
札
が
あ
げ
ら

日

で

追

加

護

さ

れ

ま

す

。

万

は

、
叩
月
別
日
ま
で
魚
津
漁
業
協
同

一

l

i

l

i

l

i

-

-

-

-

マ
市
内
聞
で
住
所
を
移
転
し
た
人
組
合
を
通
じ
て
申
請
書
を
提
出
し
て
く

一

特

必

品

展

示

会

そ
の
都
度
、
住
民
登
録
の
転
居
届
を
だ
さ
い
。

一

し
て
く
だ
さ
い
。
転
居
届
に
よ
っ
て

マ
選
挙
資
格
の
あ
る
人

一

同

日
か
ら
ー
ー
ー

名
簿
を
訂
正
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
場
を
有
し

一

ま
す
。

一

市
内
の
特
産
品
を
広
く
紹
介
し
、
そ

昭
和
必
年
1
月
初
日
で
二
十
才
に
達

一

マ

市

外

に

転

出

す

る

人

す

る

人

で

、

一

年

に

九

十

日

以

上

漁

一
の
販
路
の
拡
張
と
技
術
の
向
上
を
目
的

魚
津
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
船
を
使
用
す
る
漁
業
に
従
事
す
る
人

一
と
し
て
、
第
四
回
魚
津
特
産
品
展
示
会

て
い
る
人
が
、
市
外
に
転
出
す
る
際
マ
名
簿
縦
覧
期
間

一が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
会
場
で
は
即
売
も

は
、
当
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

「

ロ
月
5
日
か
ら
十
五
日
昌

一し
て
お
り
ま
ず
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ

選
挙
人
名
簿
登
録
の
証
明
書
」
を
も

f

一
ハ。

ら
っ
て
、
転
出
先
の
選
挙
管
理
委
員

7
・:・・・

J
J
I
--
t
J
J
J
:
;
・
・
一L

会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

…

毎
日
午
後

g
時
は

「
消
防
の

ご
マ
H
期
間

H
m
月
M
日
か
ら
日
日
ま
で

登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
も
「
未
登
録
…

時
間
」
で
す
o

お
や
す
み
前
こ

三
の
ご
百
閥
、
毎
日
午
前
日
時
か
ら
午

の
証
明
書
」
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
…

い
ち
ど
火
の
元
を
確
認
し
ま
M

r

後
5
時
ま
で

マ
死

亡

者

な

ど

の

ま

っ

消

川

ょ

う

。

で

マ
盆
場
H
市
民
会
館
、
図
書
館

死
亡
者
や
、
他
市
町
村
の
選
挙
人
名

-γ
・2
J
・・2
JJ
・-:J
J
・-f
・c
f
・c
・--
-
f
f
・-へ
一マ
展
示
品
H
建
具
、
家
具
、
漆
器
、
仏

簿
に
登
録
さ
れ
た
人
は
、
選
管
で
そ

壇
、
経
木
、
水
産

の
都
度
名
簿
か

ら

ま

っ

消

す

る

こ

と

加

工

品

、

菓
子
、

に
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
み
や
げ
品
、

刃

物
、

メ
ラ
ミ

ン
、
市
内
会
社
の

賛
助
出
品

図
書
館
に
は
特
価

品
コ

1
ナ
が
設
け

ら
れ
ま
す
。

こ
と
し

追
加
畿
録
さ
れ
る
人

魚

永
久
選
挙
人
名
簿
の
追
加
登
録
は
、

毎
年
3
月
初
日
ま
た
は
9
月
初
日
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
訓
年
に
限
り
、

特
例
と
し
て
、
登
録
期
日
な
ど
を
変
更

し
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
の
た
め
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

住
民
の
異
動
に
関
す
る
届
け
出
な
ど
を

資
料
に
し
て
、
職
権
で
登
録
、
ま
っ
消

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
次
の
事

項
に
該
当
す
る
方
は
、
申
し
出
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
な
お
結
構
か
と
思
い

ま
す
。

マ
新
し
く
登
録
す
る
人

・
二
十
才
以
上
で
、
昭
和
引
年
3
Hm

日
以
降
7
月
日
日
ま
で
に
魚
津
市
ヘ

転
入
さ
れ
た
人

・
魚
津
市
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
昭

和
引
年
叩
月
1
日
以
降
叩
月
刊
日
ま

，で
に
二
十
才
に
達
す
る
人

-
前
川
間
査
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

で
、
漏
れ
て
い
た
人

マ
ま

っ
消
す
る
人

昭
和
引
年
6
月
幻
日
以
降
刊
月
刊
日

ま
で
に
死
亡
し
た
人
、
ま
た
他
市
町

村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人

マ
名
簿
の
縦
覧
期
日
と
場
所

昭和41年 10月!日発行f第242号〉

日
月
日
日
か
ら
叩
月
例
日
ま
で
市
役

所
内
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

マ
登
録
ま
た
は
ま
っ
消
す
る
日
日
月
1
日

10 
月
17 
u 
は

「
貯
蓄

漁
業
従
事
者
は
申
請
を

海
区
調
整
委
員
選
挙
名
簿
を
調
製

..••••••
• 
---EE--
E
E
J

一

ー
生
活
の
合
理
化
な
ど
で
貯
蓄
の
実
践
を
|

。〉

日
しー

最
近
、
何
々
の
日
と
い
う
の
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
「
貯
蓄
の
日
」
も
そ
の

一
つ
で
す
が
、
と
か
く
見
過
ご
し
に
な

り
が
ち
の
事
が
ら
を
、
再
認
識
す
る
と

と
も
に
、
ど
う
し
て
、
乙
の
日
が
定
め

ら
れ
た
か
、
そ
の
目
的
が
ど
う
い
う
も

の
か
、
よ
く
考
え
で
み
る
乙
と
に
意
義

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

貯
蓄
は
、
自
分
の
た
め
ば
か
り
で
な

く
、
市
民
全
体
の
た
め
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
郵
便
貯
金
を
と
っ
て

み
ま
す
と
、
郵
便
局
に
預
け
ら
れ
た
貯

金
は
、
郵
政
省
で
と
り
ま
と
め
、
大
蔵

省
の
資
金
運
用
部
に
預
託
さ
れ
ま
す
。

資
金
運
用
部
で
は
、
厚
生
年
金
、
国
民

年
金
な
ど
の
積
立
金
と
い
っ
し
ょ
に
、

資
金
運
用
部
資
金
と
し
て
貸
し
出
し
ま

す。
乙
の
お
金
が
、
乙
と
し
の
6
月
末
で

五
兆
円
に
も
な
り
、
政
府
は
、
財
政
投

融
資
計
画
の
一
環
と
し
て
、
住
宅
、
上

下
水
道
、
道
路
、
橋
、
運
輸
、
中
小
企

業
振
興
、
農
林
漁
業
近
代
化
な
ど
に
重

点
を
お
い
て
市
町
村
に
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。魚
津
市
に
お
い
て
も
、
毎
年
い
ろ
ん

な
事
業
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
財
源
に
税
収
だ
け
で
は
、
足
り
ま
せ

ん
の
で
、
資
金
運
用
部
よ
り
貸
し
出
し

を
受
け
ら
れ
る
範
囲
い
っ
ぱ
い
の
お
金

を
き
れ

い
に
し

ま

し

ょ
う

を
借
り
て
事
業
を
す
す
め
て
お
り
ま

す。
乙
の
一
例
で
も
お
わ
か
り
の
よ
う
に

貯
蓄
は
、
個
々
の
生
活
の
安
定
向
上
に

佼
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
貯
蓄
の
結
果

運
用
き
れ
る
資
金
は
地
域
社
会
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
3

こ
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る

貯
蓄
を
い
っ
そ
う
盛
り
あ
げ
る
た
め
に

叩
川
口
日
を
中
心
に
叩
月
中
を
貯
蓄
増

強
月
間
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

貯
蓄
を
実
際
に
行
な
う
に
は
、
消
費

生
活
の
合
理
化
、
家
計
の
計
画
化
の
た

め
の
家
計
簿
の
記
帳
な
ど
も
必
要
に
な

り
ま
し
ょ
う
し
、
季
節
的
収
入
の
支
出

の
配
慮
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙

と
と
思
い
ま
す
。

ゆ
と
り
あ
る
家
庭
と
、
豊
か
な
社
会

を
築
き
あ
げ
る
た
め
に
一
段
と
貯
蓄
の

実
践
に
つ
と
め
ま
し
t

う。

れ
て
い
る
の
を
ど
存
じ
で
し
ょ
う
。
し

か
し
依
然
と
し
て
、
心
な
い
人
が
川
へ

ど
み
を
捨
て
ら
れ
る
た
め
、
汚
れ
て
お

り
ま
す
。
と
れ
か
ら
も
依
然
と
し
て
川
へ
ご
み

を
捨
て
ら
れ
る
と
、
清
帰
法
に
よ
り
醤

察
官
か
ら
摘
発
さ
れ、

罰
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
環
境
を
美
し
く
す
る
た
め

に
、
お
互
い
に
ご
み
の
処
盟
に
気
を
く

家

畜

市

場

魚
津
駅
前
に
あ
る
家
畜
市
場
は
、
都

市
計
画
に
と
・
も
な
っ
て
移
転
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
移

転
新
築
が
、
地
方
競
馬
全
国
協
会
の
畜

産
振
興
補
助
事
業
に
選
定
さ
れ
、
補
則

金
の
交
付
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
東
部
省
連
が
主
体
と
な

っ
て
、
相
の
木
農
業
セ
ン
タ
ー
裏
に
ゃ

く
三
千
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
き
地

を
求
め
、
総
事
業
費
や
く
千
三
百
万
円

で
近
代
的
な
家
畜
市
場
を
建
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

最
近、

子
豚
市
場
と
し
で
、
軍
要
な

位
置
に
あ
る
魚
津
家
沓
市
場
が
、
乙
れ

で
面
白
を
一
新
す
る
乙
と
に
な
り
、
叩

月
下
旬
の
完
成
が
ま
た
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
家
畜

市
場
の
完
成

を
記
念
し
て

日
月
1
日
に
富
山
県
畜
産
共
進
会
が

行
な
わ
れ
ま
す
。
出
品
さ
れ
る
家
畜

は
、
乳
牛
二
十
五
頭
、
和
牛
三
十
頭

豚
三
十
頭
、
山
羊
八
頭
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

富
山
県
畜
産
共
進
会

ひ
ら
く
円
月
1
日

畜
産
共
進
会

13 
日

家
畜

ρ
改
良
と
飼
育
技
術
の
向
上
を

は
か
る
目
的
で
、
第
十
四
凶
魚
津
市
畜

産
共
進
会
が
次
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

H
m
月
日
日
午
前
9
時
i
u
時

ま
で
審
査
、
午
後
1
時

i
3
時
ま
で

肉
牛
せ
り
市

ば
り
、
注
意
し
あ
っ
て
、
単
な
る
川
へ

と
み
を
捨
て
な
い
運
動
で
な
く
、
捨
て

な
い
良
い
習
慣
に
ま
で
発
展
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

み
ん
な
で
美
し
く
住
み
よ
い
町
づ
く

り
に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

農

家

の
方
へ
・
:

草
を
流
さ
な
い
よ
う
に

山
肌
村
方
面
で
、
雑
草
を
川
へ
捨
て
ら

れ
る
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
雑
草

は
、
相
当
に
多
く
海
に
流
れ
込
み
、
漁

業
者
の
網
に
ひ
っ
か
か
り
、
漁
業
の
大

き
な
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
乙
と
が
、
公
害
で
荒
れ

勝
ち
な
海
を
い
っ
そ
う
ょ
と
し
、
漁
業

者
に
た
い
へ
ん
迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま

す
の
で
、

院
は
絶
対
に
川
へ
流
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
セ
ン
タ

ー
裏
に
建
設

マ
場
所
H
魚
津
市
家
畜
市
場
(
釈
迦
堂
)

な
お
、
当
日
、
乳
牛
二
十
五
頭
、
和

牛
三
十
五
頭
、
豚
二
十
頭
の
参
加
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄

付

一
万
円
村
木
十
七
区

鉢
道
協
会
住
凶
敏
彦

一
万
円
友
道
-
区
上
楽

喜
代

(
亡
夫
与
一
一
般
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

一
万
円

新

金

屋

町

池

上

要

(
亡
父
豊
二
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

五

千

円

新

金

屋

町

本

多

繁

則

(
亡
母
き
く
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

五

千

円

三

川

畠

田

甚

吉

(
亡
母
と
う
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
〉

八
拾
得
交
付
金
V

千
円
H

南
町
桝
田

あ
け
み
千
円
H

入
善
町
辻

一
豊

六
百
円
H
駅
前
新
町
岩
田
正
善

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

郵
便
局
か
ら
・・・
・・
.

住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に

郵

便

貯

金

郵
政
省
で
は
、
日
月
1
日
か
ら
「
住

み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る
た
め
の
郵
便
貯

金
奨
励
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

郵
便
貯
金
は
、
預
金
者
の
生
活
を
明

る
く
、
豊
か
な
も
の
に
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
そ
の
お
金
は
国
の
財
政
投
融
資

の
重
要
な
資
金
と
し
て
、
地
方
公
共
団

体
な
ど
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
住
宅
や
学
校
、
病
院
、
上
水
道
や

道
路
の
建
設
な
ど
に
使
わ
れ
、
私
た
ち

の
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

昭
和
刊
年
度
末
に
お
い
て
、
魚
津
市

に
も
、
す
で
に
四
億
九
千
万
円
の
資
金

が
貸
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

こ
れ
ら
を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
い

っ
そ
う
郵
便
貯
金
の
増
強
を
は
か
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

郵
便
貯
金
に
は
、
「
通
常
貯
金
」
、

「
積
立
貯
金
」
、

「
定
額
貯
金
」

が
あ

り
ま
す
が
、
お
手
も
と
に
幾
ら
か
で
も

余
裕
金
が
あ
れ
ば
、
市
内
郵
便
局
の
ご

利
用
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

保
険
料
を
二
十
五
年
問
掛
け
て
、

と

こ
ろ
で
す
。

月
五
千
円
の
老
令
年
金
が
も
ら
え
て
私
的
契
約
に
よ
る
年
金
は
、
当
初

も
、
二
十
五
年
後
に
は
、
生
活
水
準
約
束
し
た
金
額
だ
け
よ
り
も
ら
え
な

や
物
倒
が
あ
が
っ
て
い
て
、
五
千
円
い
の
で
す
が
、
国
民
年
金
は
、
そ
の

で
は
足
り
な
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
と
き
ど
き
の
生
活
水
準
に
み
あ
う
金

れ

ま

す

。

額

が

支

給

さ

れ

る

と

と

を

、

法

待

で

し
か
し
こ
の
額
は
、
今
日
の
物
価
は
っ
き
り
規
定
さ
れ
、
保
障
さ
れ
て

や
生
活
水
準
に
み
あ
っ
て
定
め
ら
れ
お
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
将
来
の
年

た
も
の
で
、
二

;

金
額
が
い
く
ら
く

十
五
年
後
に
支
圏
一
民
年
金
ジ
J

叫

が

ズ

“
②

ら
い
に
な
る
か
と

給
さ
れ
る
も
の

1f
124ふ
れ
快
夕
刊
R1
r
(

い
う
、
は
っ
き
り

が

月

五

千

円

と

ニ

+

五

年

後

の

年

金

ま
?
し
た
額
は
、

生
活

い
う
の
で
は
あ

{

水
準
や
物
価
の
動

り

ま

せ

ん

。

き

が

ど

の

よ

う

に

な

る

か

予

想

で

き

将
来
支
給
さ
れ
る
老
令
年
金
や
母
な
い
の
で
無
理
な
わ
け
で
す
。

子
、
障
害
年
金
な
ど
は
、
そ
の
と
き

し
か
し
、
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
ゃ
、

の
生
活
水
準
の
向
上
や
、
物
価
の
変
そ
の
後
の
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り

動
な
ど
に
み
あ
っ
た
額
に
引
き
上
げ
厚
生
年
金
保
険
や
船
員
保
険
な
ど
の

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
点
年
金
額
が
、
た
び
た
び
引
き
上
げ
ら

が
民
間
の
生
命
保
険
な
ど
の
私
的
な
れ
て
い
る
例
を
み
て
も
、
よ
く
お
わ

契
約
に
よ
る
年
金
と
本
質
的
に
違
う
か
り
の
乙
と
と
思
い
ま
す
。

…雑音 電 波を……-

一一一追放しよう…ー:

雑音は電気器具が普及する

につれ年々ふえています。

10月1日から 1か月間 「
全国雑音一掃運動」が実施

されます。雑音でお困りの

ときは、NHK、民間放送

電力会社、ラジオ庖などに

お申し出でください。

秋
空
の
も
と

運
動
会
た
け
な
わ

す
み
き
っ
た
秋
空
の
も
と
、
小
中
学

校
の
運
動
会
は
い
ま
た
け
な
わ
。
体
操

に
ゲ
l
ム
に
、
子
ど
も
た
ち
は
大
張
り

切
り
で
す
。
お
う
ち
の
人
や
友
だ
ち
の

声
援
に
、
み
ん
な
一
生
懸
命
、
若
い
力

を
の
ば
し
ま
し
た
。

市
内
小
中
学
校
の
巡
動
会
と
地
区
の

市
民
運
動
会
の
日
程
は
次
の
と
お
り
0

・
片
貝
小
学
校
日
刊
月
3
日

(
月
)

・
天
神
小
学
校

H
m
月
4
日
(
火
)

・
東
部
中
学
校

H
m
月
5
日
(
水
)

・
白
倉
小
学
校

H
m
月
別
日
(
木
)

(
そ
の
ほ
か
の
学
校
は
実
施
ず
み
)

〈
地
区
の
市
民
運
動
会
V

・
道
下
地
区

H
m
月
9
日

(日
)

・
上
野
方
、
下
野
方
、
片
貝
、
加
積
地

区
H
m
月
お
日
(
日
)

・
松
倉
地
区

H
m
月
初
日

・
下
中
島
、
経
田
地
区
は
叩
月
中
旬
、

上
中
島
、
西
布
施
地
区
は
中
止
。

写
真
H
村
木
小
運
動
会
の
組
立
体
操

日
曜
・
祝
祭
日
の
当
番
医

9
日
H
森
本
医
院

m日
H
朝
野
医
院

時
日
日
青
木
医
院

お
日
H
河
内
医
院

羽
田
H
熊
西
医
院
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創
業
五

+
周
年
記
愈

簡
易
保
険
加
入
運
動

簡
易
保
険
は
、
大
正
5
年
に
誕
生
し

て
か
ら
こ
と
し
で
五
十
年
に
な
り
ま

す
。
そ
の
契
約
高
は
四
兆
三
千
億
円
、

資
金
総
額
は
一
兆
二
千
八
百
億
円
に
の

ぼ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
金
は
地
方

に
還
元
融
資
さ
れ
て
、
郷
土
の
繁
栄
に

彼
立
っ
て
い
ま
す
。

魚
津
郵
便
局
で
は
、
五
十
周
年
の
意

義
あ
る
年
を
迎
え
、

m月
か
ら
ロ
月
ま

で
の
三
か
月
間
、
新
加
入
運
動
を
展
開

し
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ど

理
解
あ
る
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


